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(57)【要約】
【課題】共通チャンネルを経由して様々な通信装置を選
択的に結合するためのシステム及び方法を提供する。
【解決手段】固定ネットワーク通信モジュール、インタ
ーネットベースの電話モジュール及び無線インターネッ
トベースの電話モジュールを含む複数の音声通信装置の
１つに選択的に電話システムの加入者回線ポートを結合
するための共通チャンネルのある通信システムが提供さ
れる。電話システムの電話装置が被呼側の電話番号をダ
イヤルするとき、電話システムは、共通チャンネルに接
続され、呼び出し音電流発生器によって発生される呼び
出し音電流は、その後電話装置に供給され、被呼側電話
番号はトーン復号器によって復号される。よって、メモ
リーに記憶される事前設定データ表に従って音声通信を
確立するために、被呼側電話番号に対応するマイクロプ
ロセッサーは、固定ネットワーク通信モジュール、イン
ターネットベースの電話モジュール等の１つに電話シス
テムを結合する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
固定ネットワーク通信モジュール、インターネットベースの電話モジュールおよび無線イ
ンターネットベースの電話モジュールを含む複数の音声通信装置の１つに選択的に電話シ
ステムの加入者回線ポートを結合するためのシステムであり、前記電話システムは少なく
とも1つのそれに接続される電話装置を含むシステムであって、
メモリーのあるマイクロプロセッサーと、
呼び出し音電流発生器を通して前記マイクロプロセッサーにさらに接続され、発呼検出回
路を通して前記電話システムに接続される、前記固定ネットワーク通信モジュール、前記
インターネットベースの電話モジュールおよび前記無線インターネットベース電話モジュ
ールに選択的に結合される共通チャンネルと、
前記固定ネットワーク通信モジュールを前記マイクロプロセッサーに結合するための固定
ネットワーク通信モジュール・インターフェースと、
前記インターネットベースの電話モジュールを前記マイクロプロセッサーに結合するため
のインターネットベースの電話モジュール・インターフェースと、
前記無線インターネットベースの電話モジュールを前記マイクロプロセッサーに結合する
ための無線インターネットベースの電話モジュール・インターフェースと、
前記共通チャンネルに接続されるコンピューターネットワーク・リンキング回路と、
前記コンピューターネットワーク・リンキング回路を共通チャンネルに結合または切り離
すことに適応できる、前記マイクロプロセッサーに接続されるコンピューター通信スイッ
チング回路と、
前記マイクロプロセッサーに結合されるオーディオプロセッサーと、
前記コンピューターネットワーク・リンキング回路および前記オーディオプロセッサーの
間で接続される２線から４線変換回路と、
前記マイクロプロセッサーおよび前記共通チャンネルの間で接続されるトーン復号器と、
前記マイクロプロセッサーの制御の下で、前記固定ネットワーク通信モジュール、前記イ
ンターネットベース電話モジュールおよび前記無線インターネットベース電話モジュール
にダイヤリング信号または回線話し中信号を発生させることに適応できる前記マイクロプ
ロセッサーに接続される自動ダイヤル装置を備えるシステムであって、
前記電話システムの前記電話装置が、前記固定ネットワーク通信モジュール、前記インタ
ーネットベース電話モジュールまたは前記無線インターネットベース電話モジュールの1
つに対応する被呼側の電話番号をダイヤルするとき、前記電話システムは、前記共通チャ
ンネルに接続され、呼び出し音発生器によって発生される呼び出し音電流は、その後前記
電話装置に供給され、前記被呼側電話番号は、前記トーン復号器によって復号され、それ
によって、前記メモリーに記憶される事前設定データ表に従って、それらの間の音声通信
を確立するために、前記マイクロプロセッサーは、前記被呼側電話番号に対応して、前記
電話システムを前記固定ネットワーク通信モジュール、前記インターネットベース電話モ
ジュールまたは前記無線インターネットベース電話モジュールの1つに結合することを特
徴とするシステム。
【請求項２】
前記電話システムは、複数の電話装置のある交換機電話システムを備えることを特徴とす
る、請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
前記電話システムは、複数の電話装置のあるボタン電話システムを備えることを特徴とす
る、請求項１に記載のシステム。
【請求項４】
前記固定ネットワーク通信モジュール・インターフェースは、入電検出回路、ロープ制御
回路、呼び出し回路およびスイッチング回路を備えることを特徴とする、請求項１に記載
のシステム。
【請求項５】
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前記インターネットベースの電話モジュール・インターフェースは、入電検出回路、ルー
プ制御回路、呼び出し回路およびスイッチング回路を備えることを特徴とする、請求項１
に記載のシステム。
【請求項６】
前記無線インターネットベースの電話モジュール・インターフェースは、入電検出回路、
ループ制御回路、呼び出し回路およびスイッチング回路を備えることを特徴とする、請求
項１に記載のシステム。
【請求項７】
固定ネットワーク通信モジュール、インターネットベースの電話モジュール、無線インタ
ーネットベースの電話モジュールおよびそれに接続される少なくとも1つの電話装置を含
む電話システムを含む複数の音声通信装置の１つに選択的に電話システムの加入者回線ポ
ートを結合するための方法であって、
（ａ）前記固定ネットワーク通信モジュール、前記インターネットベースの電話モジュー
ルおよび前記無線インターネットベースの電話モジュールを、固定ネットワーク通信モジ
ュール・インターフェース、インターネットベースの電話モジュール・インターフェース
および無線インターネットベースの電話モジュール・インターフェースを経由してマイク
ロプロセッサーにそれぞれ接続するステップと、
（ｂ）前記固定ネットワーク通信モジュール、前記インターネットベースの電話モジュー
ルおよび前記無線インターネットベースの電話モジュールを共通チャンネルに接続し、前
記共通チャンネルを、呼び出し音電流発生器を経由して前記マイクロプロセッサーに接続
し、前記共通チャンネルを前記電話システムに接続するステップと、
（ｃ）コンピューターネットワーク・リンキング回路を前記共通チャンネルに接続するス
テップと、
（ｄ）コンピューター通信スイッチング回路を前記マイクロプロセッサーに接続するステ
ップであり、コンピューター通信スイッチング回路は、前記マイクロプロセッサーの制御
の下で、前記コンピューターネットワーク・リンキング回路を前記共通チャンネルに結合
または切り離すことに適応できるステップと、
（ｅ）前記コンピューターネットワーク・リンキング回路とオーディオプロセッサーの間
の２線から４線変換回路を接続するステップと、
（ｆ）前記マイクロプロセッサーと前記共通チャンネルの間のトーン復号器を接続するス
テップと、
（ｇ）自動ダイヤル装置を、前記マイクロプロセッサーと接続するステップであり、前記
自動ダイヤル装置は、前記マイクロプロセッサーの制御の下で、前記固定ネットワーク通
信モジュール、前記インターネットベース電話モジュールおよび前記無線インターネット
ベース電話モジュールに、ダイヤリング信号または回線話し中信号を発生させることに適
応できるステップを備え、
（ｈ）前記電話システムの前記電話装置が、前記固定ネットワーク通信モジュール、前記
インターネットベース電話モジュールまたは前記無線インターネットベース電話モジュー
ルの1つに対応する被呼側の電話番号をダイヤルするとき、前記電話システムは、前記共
通チャンネルに接続され、呼び出し音発生器によって発生される呼び出し音電流は、その
後前記電話装置に供給され、前記被呼側電話番号は、前記トーン復号器によって復号され
、それによって、前記メモリーに記憶される事前設定データ表に従って、それらの間の音
声通信を確立するために、前記マイクロプロセッサーは、前記被呼側電話番号に対応して
、前記電話システムを前記固定ネットワーク通信モジュール、前記インターネットベース
電話モジュールまたは前記無線インターネットベース電話モジュールの1つに結合するこ
とを特徴とする方法。
【請求項８】
前記電話システムは、複数の電話装置のある交換機電話システムを備えることを特徴とす
る、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
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前記電話システムは、ボタン電話システムを備えることを特徴とする、請求項７に記載の
方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、さまざまな通信装置に通信するための技術に関し、さらに具体的には、共通チ
ャンネルを経由してさまざまな通信装置を選択的に結合するためのシステムおよび方法に
関する。
【背景技術】
【０００２】
今日では、従来の音声通信システムには、携帯電話ネットワーク、公衆交換電話網（ＰＳ
ＴＮ）、ボイスオーバー・インターネットプロトコル（ＶｏＩＰ　ＧａｔｅＷａｙ）ネッ
トワーク（インターネットベースの電話）、およびインスタントメッセージ（ＩＭ）が含
まれる。さまざまな通信が、２つの携帯電話ネットワーク、２つの公衆交換電話網、２つ
のボイスオーバー・インターネットプロトコル・ネットワークおよび２つのインスタント
メッセージ・ネットワークの間に確立されることがある。同じ通信装置を使用することに
よって、通信費はより割安となる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
本発明で主要な目的は、共通チャンネルを通って、さまざまな通信装置を選択的に結合す
るための通信システムを提供することである。本発明は、従来の交換機電話システムの加
入者回線ポートを拡大するか、あるいはボタン電話システムには、固定ネットワーク通信
モジュール、インターネットベースの電話モジュールおよび無線インターネットベースの
電話モジュールを含む、さまざまな音声通信装置を選択的に結合する能力がある。
【０００４】
本発明の別の目的は、その間で電話を受けた側の電話番号に一致する音声通信を確立する
ために被呼側の電話番号を特定し、その後電話システムを固定ネットワーク通信モジュー
ル、インターネットベースの電話モジュール、または無線インターネットベースの電話モ
ジュールの一つに結合することができる通信システムを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
上記の課題を解決するために、即ち、本願発明に係る請求項１は、固定ネットワーク通信
モジュール、インターネットベースの電話モジュールおよび無線インターネットベースの
電話モジュールを含む複数の音声通信装置の１つに選択的に電話システムの加入者回線ポ
ートを結合するためのシステムであり、前記電話システムは少なくとも1つのそれに接続
される電話装置を含むシステムであって、メモリーのあるマイクロプロセッサーと、呼び
出し音電流発生器を通して前記マイクロプロセッサーにさらに接続され、発呼検出回路を
通して前記電話システムに接続される、前記固定ネットワーク通信モジュール、前記イン
ターネットベースの電話モジュールおよび前記無線インターネットベース電話モジュール
に選択的に結合される共通チャンネルと、前記固定ネットワーク通信モジュールを前記マ
イクロプロセッサーに結合するための固定ネットワーク通信モジュール・インターフェー
スと、前記インターネットベースの電話モジュールを前記マイクロプロセッサーに結合す
るためのインターネットベースの電話モジュール・インターフェースと、前記無線インタ
ーネットベースの電話モジュールを前記マイクロプロセッサーに結合するための無線イン
ターネットベースの電話モジュール・インターフェースと、前記共通チャンネルに接続さ
れるコンピューターネットワーク・リンキング回路と、前記ネットワーク通信リンキング
回路を共通チャンネルに結合または切り離すことに適応できる、前記マイクロプロセッサ
ーに接続されるコンピューター通信スイッチング回路と、前記マイクロプロセッサーに結
合されるオーディオプロセッサーと、前記コンピューターネットワーク・リンキング回路
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および前記オーディオプロセッサーの間で接続される２線から４線変換回路と、前記マイ
クロプロセッサーおよび前記共通チャンネルの間で接続されるトーン復号器と、前記マイ
クロプロセッサーの制御の下で、前記固定ネットワーク通信モジュール、前記インターネ
ットベース電話モジュールおよび前記無線インターネットベース電話モジュールにダイヤ
リング信号または回線話し中信号を発生させることに適応できる前記マイクロプロセッサ
ーに接続される自動ダイヤル装置を備えるシステムであって、前記電話システムの前記電
話装置が、前記固定ネットワーク通信モジュール、前記インターネットベース電話モジュ
ールまたは前記無線インターネットベース電話モジュールの1つに対応する被呼側の電話
番号をダイヤルするとき、前記電話システムは前記共通チャンネルに接続され、呼び出し
音発生器によって発生される呼び出し音電流は、その後前記電話装置に供給され、前記被
呼側電話番号は、前記トーン復号器によって復号され、それによって、前記メモリーに記
憶される事前設定データ表に従って、それらの間の音声通信を確立するために、前記マイ
クロプロセッサーは、前記被呼側電話番号に対応して、前記電話システムを前記固定ネッ
トワーク通信モジュール、前記インターネットベース電話モジュールまたは前記無線イン
ターネットベース電話モジュールの1つに結合することを特徴とするシステムである。
【０００６】
請求項２は、前記電話システムは、複数の電話装置のある交換機電話システムを備えるこ
とを特徴とする請求項１に記載のシステムである。
【０００７】
請求項３は、前記電話システムは、複数の電話装置のあるボタン電話システムを備えるこ
とを特徴とする請求項１に記載のシステムである。
【０００８】
請求項４は、前記固定ネットワーク通信モジュール・インターフェースは、入電検出回路
、ロープ制御回路、呼び出し回路およびスイッチング回路を備えることを特徴とする請求
項１に記載のシステムである。
【０００９】
請求項５は、前記インターネットベースの電話モジュール・インターフェースは、入電検
出回路、ループ制御回路、呼び出し回路およびスイッチング回路を備えることを特徴とす
る請求項１に記載のシステムである。
【００１０】
請求項６は、前記無線インターネットベースの電話モジュール・インターフェースは、入
電検出回路、ループ制御回路、呼び出し回路およびスイッチング回路を備えることを特徴
とする請求項１に記載のシステムである。
【００１１】
請求項７は、固定ネットワーク通信モジュール、インターネットベースの電話モジュール
、無線インターネットベースの電話モジュールおよびそれに接続される少なくとも1つの
電話装置を含む電話システムを含む複数の音声通信装置の１つに選択的に電話システムの
加入者回線ポートを結合するための方法であって、
【００１２】
（ａ）前記固定ネットワーク通信モジュール、前記インターネットベースの電話モジュー
ルおよび前記無線インターネットベースの電話モジュールを、固定ネットワーク通信モジ
ュール・インターフェース、インターネットベースの電話モジュール・インターフェース
および無線インターネットベースの電話モジュール・インターフェースを経由してマイク
ロプロセッサーにそれぞれ接続するステップと、
（ｂ）前記固定ネットワーク通信モジュール、前記インターネットベースの電話モジュー
ルおよび前記無線インターネットベースの電話モジュールを共通チャンネルに接続し、前
記共通チャンネルを、呼び出し音電流発生器を経由して前記マイクロプロセッサーに接続
し、前記共通チャンネルを前記電話システムに接続するステップと、
（ｃ）コンピューターネットワーク・リンキング回路を前記共通チャンネルに接続するス
テップと、
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（ｄ）コンピューター通信スイッチング回路を前記マイクロプロセッサーに接続するステ
ップであり、前記コンピューター通信スイッチング回路は、前記マイクロプロセッサーの
制御の下で、前記共通チャンネルに結合または切り離すことに適応できるステップと、
（ｅ）前記コンピューターネットワーク・リンキング回路とオーディオプロセッサーの間
の２線から４線変換回路を接続するステップと、
（ｆ）前記マイクロプロセッサーと前記共通チャンネルの間のトーン復号器を接続するス
テップと、
（ｇ）自動ダイヤル装置を、前記マイクロプロセッサーと接続するステップであり、前記
自動ダイヤル装置は、前記マイクロプロセッサーの制御の下で、前記固定ネットワーク通
信モジュール、前記インターネットベース電話モジュールおよび前記無線インターネット
ベース電話モジュールに、ダイヤリング信号または回線話し中信号を発生させることに適
応できるステップを備え、
（ｈ）前記電話システムの前記電話装置が、前記固定ネットワーク通信モジュール、前記
インターネットベース電話モジュールまたは前記無線インターネットベース電話モジュー
ルの1つに対応する被呼側の電話番号をダイヤルするとき、前記電話システムは、前記共
通チャンネルに接続され、呼び出し音発生器によって発生される呼び出し音電流は、その
後前記電話装置に供給され、前記被呼側電話番号は、前記トーン復号器によって復号され
、それによって、前記メモリーに記憶される事前設定データ表に従って、それらの間の音
声通信を確立するために、前記マイクロプロセッサーは、前記被呼側電話番号に対応して
、前記電話システムを前記固定ネットワーク通信モジュール、前記インターネットベース
電話モジュールまたは前記無線インターネットベース電話モジュールの1つに結合するこ
とを特徴とする方法である。
【００１３】
請求項８は、前記電話システムは、複数の電話装置のある交換機電話システムを備えるこ
とを特徴とする請求項７に記載の方法である。
【００１４】
請求項９は、前記電話システムは、ボタン電話システムを備えることを特徴とする請求項
７に記載の方法である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
図１に示すように、本発明は、固定ネットワーク通信モジュール・インターフェース１、
インターネットベースの電話モジュール・インターフェース２、無線インターネットベー
スの電話モジュール・インターフェース３、発呼検出回路５４、共通チャンネル５、コン
ピューターネットワーク・リンキング回路６１、コンピューター通信スイッチング回路６
２、呼び出し音電流発生器６３、トーン復号回路６４、２線から４線変換回路６５、自動
ダイヤル装置６６、オーディオプロセッサー６７、ＵＳＢポート６８、マイクロプロセッ
サー７およびメモリー８を主に備える。ＵＳＢポート６８は、コンピューター６９に接続
される。
【００１６】
図２を参照すると、固定ネットワーク通信モジュール・インターフェース１は、従来の市
内通話チャンネル１１に接続される。固定ネットワーク通信モジュール・インターフェー
ス１は、入電検出回路１２、ループ制御回路１３、呼び出し回路１４およびスイッチング
回路１５を備える。信号線ＲＧ１、ＬＰ１、ＤＴ１、ＴＯＮ、ＲＴ１は、ポート１６を経
由してマイクロプロセッサーに接続される。
【００１７】
図３に示すように、インターネットベースの電話モジュール・インターフェース２は、イ
ンターネット電話チャンネル２１に接続され、入電検出回路２２、ループ制御回路２３、
呼び出し回路２４およびスイッチング回路２５を備える。信号線ＲＧ２、ＬＰ２、ＤＴ２
、ＴＯＮ、ＲＴ２は、ポート２６を経由してマイクロプロセッサー７に接続される。
【００１８】
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図４に示すように、無線インターネットベースの電話モジュール・インターフェース３は
、無線ネットワーク電話チャンネル３１に接続され、入電検出回路３２、ループ制御回路
３３、呼び出し回路３４およびスイッチング回路３５を備える。信号線ＲＧ３、ＬＰ３、
ＤＴ３、ＴＯＮ、ＲＴ３は、ポート３６を経由してマイクロプロセッサー７に接続される
。
【００１９】
交換機またはボタン電話システムがさまざまな種類の通信ネットワークにダイヤルアップ
する必要があるとき、交換機またはボタン電話システムの基本通信電源を供給する呼び出
し音電流発生器への共通通信リンクを通して、加入者回線ポートを経由して本発明に接続
される。加入者がダイヤルアップして電話を受けた電話番号を抽出および符号化の後、そ
れは、対応する通信ネットワーク・モジュールを自動的に接続し、被呼者の電話番号を転
送し、その後通信を構成するように、モジュールを切り替え接続する。
【００２０】
本発明においては、転送を制御し、異なる種類の通信ネットワーク・モジュールを選択す
ることに加えて、各機能モジュール装置のための入電の要求を検出し、モジュールの特徴
に従って入電呼び出し信号を転送するか、または入電の呼び出し機能を構成するように、
入電のモジュールに共通通信リンクを接続させることもまた必要である。
【００２１】
本発明はまた、入電に対して無応答という混乱現象または被呼者についての故障を防ぐた
めに、それぞれ共通通信リンクの話中状態に従って、話中トーンを送信する。
【００２２】
各機能モジュールに関する図解。
【００２３】
図２に示すように、それは、図１の固定ネットワーク通信モジュール・インターフェース
１のさらなる回路図を示す。入電検出回路１２は、コンデンサーＣ１１、抵抗器Ｒ１１、
Ｒ２１、Ｒ３１および光カプラーＡ１１を備える。コンデンサーＣ１１および光カプラー
Ａ１１は、従来の市内通話ネットワーク１１に接続され、信号端ＲＧ１を経由して処理す
るためのマイクロプロセッサー７に送信する固定ネットワーク通信モジュール５１の入電
の呼び出し電流を検出するために、線端Ｌ１１とＬ２１の間で交差される。
【００２４】
ループ制御回路１３は、整流器ＢＲ１１、抵抗器Ｒ４１、Ｒ５１、トランジスターＴＲ１
１、ＴＲ２１、抵抗器Ｒ６１、Ｒ７１、Ｒ８１、Ｒ１１１および光カプラーＢ１１を備え
る。光カプラーＢ１１は、トランジスターＴＲ２１、ＴＲ１１が接続されるようにするた
めに、マイクロプロセッサー７および信号端ＬＰ１を経由して駆動される。整流器ＢＲ１
１は、市内通話回線Ｌ１１、Ｌ２１に接続する固定ネットワーク通信装置１１１を作動さ
せ、応答するように通信に必要な直流ループを構築するために、トランジスターＴＲ１１
を経由して抵抗器Ｒ７１、Ｒ８１に、市内通話回線の両端Ｌ１１、Ｌ２１交差するように
直流を誘導する。
【００２５】
呼び出し回路１４は、トランジスターＴＲ３１、抵抗器Ｒ９１、Ｒ１０１、Ｒ１２１、Ｒ
１３１を備える。固定ネットワーク通信モジュール５１に電話することが必要であるとき
、マイクロプロセッサー７は、信号端ＤＴ１、ＴＯＮを経由してＤＴＭＦ可聴周波数信号
を送り、呼び出し信号は、トランジスターＴＲ３１によって増幅され、固定ネットワーク
通信モジュール５１に受信されることによって制御回路１３を経由して市内通話Ｌ１１、
Ｌ２１で提示される。
【００２６】
スイッチング回路１５は、リレーＲＹ１、トランジスターＴＲ４１および抵抗器Ｒ１４１
を備える。固定ネットワーク通信モジュール５１からの呼び出しに応答する必要があると
き、マイクロプロセッサー７は、信号端ＲＴ１を経由して作動するようにリレーＲＹ１を
駆動し、固定ネットワーク通信モジュール５１は、入電の呼び出し機能を構築するために
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、共通チャンネル５に接続され、交換機またはボタン電話システム４の加入者回線ポート
に入れられる。一方、交換機またはボタン電話システム４の加入者回線ポートによって送
信される被呼番号を検出するとき、マイクロプロセッサー７は、被呼者電話番号のネット
ワークの特徴に従って対応するスイッチング回路１５、２５または３５を駆動し、呼び出
し機能を構築するために、共通チャンネル５を経由して対応するモジュール５１、５２ま
たは５３に接続する。
【００２７】
図３、図４は、内部の回路図が図２のものと類似した図１の固定ネットワーク通信モジュ
ール・インターフェース１、インターネットベースの電話モジュール・インターフェース
２および無線インターネットベースの電話モジュール・インターフェース３のさらなる回
路図をそれぞれ示す。
【００２８】
図３の入電検出回路２２は、コンデンサーＣ１２、抵抗器Ｒ１２、Ｒ２２、Ｒ３２および
光カプラーＡ１２を備える。ループ制御回路２３は、整流器ＢＲ１２、抵抗器Ｒ４２、Ｒ
５２、トランジスターＴＲ１２、ＴＲ２２、抵抗器Ｒ６２、Ｒ７２、Ｒ８２、Ｒ１１２お
よび光カプラーＢ１２を備える。呼び出し回路２４は、トランジスターＴＲ３２および抵
抗器Ｒ９２、Ｒ１０２、Ｒ１２２、Ｒ１３２を備える。スイッチング回路２５は、リレー
ＲＹ２、トランジスターＴＲ４２および抵抗器Ｒ１４２を備える。インターネットベース
の電話モジュール・インターフェース２は、信号端ＲＧ２、ＬＰ２、ＤＴ２、ＴＯＮおよ
びＲＴ２を経由してマイクロプロセッサー７と接続される。線端Ｌ１２、Ｌ２２は、イン
ターネットベースの電話モジュール５２に接続される。
【００２９】
図４の入電検出回路３２は、コンデンサーＣ１３、抵抗器Ｒ１３、Ｒ２３、Ｒ３３および
光カプラーＡ１３を備える。ループ制御回路３３は、整流器ＢＲ１３、抵抗器Ｒ３４、Ｒ
５３、トランジスターＴＲ１３、ＴＲ２３、抵抗器Ｒ６３、Ｒ７３、Ｒ８３、Ｒ１１３お
よび光カプラーＢ１３を備える。呼び出し回路３４は、トランジスターＴＲ３３、抵抗器
Ｒ９３、Ｒ１０３、Ｒ１２３およびＲ１３３を備える。スイッチング回路３５は、リレー
ＲＹ３、トランジスターＴＲ４３および抵抗器Ｒ１４３を備える。無線インターネットベ
ースの電話モジュール・インターフェース３は、信号端ＲＧ３、ＬＰ３、ＤＴ３、ＴＯＮ
およびＲＴ３を経由してマイクロプロセッサー７に接続される。線端Ｌ１３、Ｌ２３は、
無線インターネットベースの電話モジュール５３に接続される。
【００３０】
図１の交換機またはボタン電話システム４は、従来の交換機（ＰＢＸ）またはボタン電話
システム（ＫＴＳ）であることもある。図５は、交換機（ＰＢＸ）に接続する図１の発呼
検出回路５４の回路図を示す。
【００３１】
発呼検出回路５４は、整流器ＢＲ１４、抵抗器Ｒ１４、Ｒ２４、Ｒ３４および光カプラー
Ａ１４を備える。電話システム接続端ＴｉｐおよびＲｉｎｇは、交換機（ＰＢＸ）電話シ
ステム４の交換機４１の加入者回線ポート４１０に接続される。交換機４１を接続する電
話装置４１１が加入者回線ポート４１０を占有するとき、発呼検出回路５４は、信号線Ｈ
ＯＯＫを経由して加入者側で呼び出しを要請させるためにマイクロプロセッサー７に情報
を提供する。
【００３２】
共通チャンネル５は、固定ネットワーク通信モジュール・インターフェース１、インター
ネットベースの電話モジュール・インターフェース２、無線インターネットベースの電話
モジュール・インターフェース３のスイッチング回路１５、２５、３５のリレーＲＹ１、
ＲＹ２、ＲＹ３のスイッチングボタンＲＹ１ａ、ＲＹ２ａ、ＲＹ３ａ、ＲＹ１ｂ、ＲＹ２
ｂ、ＲＹ３ｂを備える。共通チャンネル５が、電話システム４の交換機４１に接続するよ
うに、各モジュール５１、５２、５３を切り替えることに加えて、呼び出し音電流発生器
６３を経由した呼び出しのための電話システム４の必要な通信電源を提供し、コンピュー
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ターネットワーク・リンキング回路６１に接続する。
【００３３】
コンピューターネットワーク・リンキング回路６１は、コイルＣＴおよびリレー接点ＲＹ
４ａ、ＲＹ４ｂから主に成っている共通チャンネル５に接続される。その機能は、主に電
話システム４の音声伝送を通信用のモジュール（すなわち、５１、５２、５３）の一つに
クロスリンクする。
【００３４】
コンピューター通信スイッチング回路６２は、リレーＲＹ４、トランジスターＴＲ１４お
よび抵抗器Ｒ１１４を備える。通信用の電話システム４を接続する必要があるとき、マイ
クロプロセッサー７は、信号線ＲＴ４を経由して作動するようにリレーＲＹ４を駆動し、
交換機４１のトランジスターＴＲ１４および加入者回線ポート４１０は、通信を構成する
ように共通チャンネル５を経由してコンピューターネットワーク・リンキング回路６１に
接続される。一方、それがコンピューターネットワーク電話からの呼び出しがあることを
検出するとき、マイクロプロセッサー７はまた、通信を構成するように、共通チャンネル
５を経由して、交換機４１の加入者回線ポート４１０がコンピューターネットワーク・リ
ンキング回路６１に接続されるようにするために、リレーＲＹ４を駆動する。
【００３５】
呼び出し音電流発生器６３は、共通チャンネル５および抵抗器Ｒ４４、Ｒ５４および呼び
出し音発生装置６３１を備える。回路は、通信をダイヤルアップするための電話システム
４の初期通信電流を提供し、また電話システム４およびコンピューターネットワーク電話
が通信されるとき、通信電流を提供するように、呼び出しがダイヤルアップされるとき、
ダイヤリングトーンの送信もする。コンピューターネットワーク電話からの呼び出しがあ
るとき、呼び出し音電流発生器６３は、入電呼び出し信号を応答のために鳴らすように電
話システム４を駆動させるように送るために、マイクロプロセッサー７の信号線ＲＮを経
由して共通チャンネル５を通り、電話システム４に対して加入者回線ポート４１０を制御
する。
【００３６】
トーン復号回路６４は、トーン復号器６４１、抵抗器Ｒ６４、Ｒ７４および共通チャンネ
ル５を交差するコンデンサーＣ１４、Ｃ２４を備える。その主要な目的は、電話システム
４で呼び出し要請があるとき、ダイヤルアップされる被呼者の電話番号を次々と抽出し、
マイクロプロセッサー７にモジュール５１、５２または５３が通信されるようにするため
に、復号後信号線Ｄ１～Ｄ４を経由してマイクロプロセッサー７に送信することである。
回路はまた、話中音および掛け直し音がダイヤル後マイクロプロセッサー７によって処理
されるように検出および復号する。
【００３７】
２線から４線変換回路６５は、コイルＣＴ、抵抗器Ｒ８４、Ｒ９４、Ｒ１３４、Ｒ１４４
、Ｒ１２４、Ｒ１０４、コンデンサーＣ４４、Ｃ３４、演算増幅器ＯＰＡおよび演算増幅
器ＯＰＢを備える。本回路の主要な機能は、コンピューターシステムの従来のオーディオ
プロセッサー６７の２線信号出力および２線信号入力（出力および入力は４線に相当する
）を、電話システムの従来の２線形式に変換することであり、またその逆も同じである。
【００３８】
自動ダイヤル装置６６は、信号線ＤＴ１～ＤＴ４を経由してマイクロプロセッサー７に接
続される。マイクロプロセッサー７の制御の下で、モジュール５１、５２または５３にそ
れぞれダイヤリング信号を送る。自動ダイヤル装置６６の別の機能は、共通チャンネル５
が話し中で、他の通信ネットワーク・モジュールからの入電があるとき、ループ制御回路
１３、２３、３３と連携することによって、話中トーンを送ることである。
【００３９】
オーディオプロセッサー６７は、信号線ＤＡＴ、ＣＬＫ、ＩＮＴおよびＡＣＴを経由して
マイクロプロセッサー７に接続され、インターネットからの受信デジタル信号を可聴アナ
ログ信号に変換するか、または入力アナログ信号をデジタル信号に変換し、それらをイン
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ターネットに送信し、ＵＳＢポート６８（またはその他のポート）を経由してコンピュー
ター６９を接続する。本回路の別の機能は、マイクロプロセッサー７の検出および駆動を
経由してコンピューターネットワーク電話の呼び出しを受信することである。
【００４０】
マイクロプロセッサー７は、情報確認を管理し、対応するダイヤリングアップおよび選択
的送信手順を扱う。各モジュール５１、５２、５３の動的状態の活動情報は、ダイヤリン
グアップ、電話呼び出しの選択的な送信およびその応答の制御を達成するために、関連検
出回路を経由してマイクロプロセッサー７に送信される。
【００４１】
できれば、メモリー８は、加入者番号リスト、優先応答の通信ネットワークの配列データ
表および加入者番号の通信ネットワーク・モジュールの対応するデータリストを含む、少
なくとも１つの事前設定データ表を記憶するプログラム可能メモリーである。マイクロプ
ロセッサー７の機能の実行と連携して、メモリーの対応する記録は、加入者のダイヤリン
グ番号に従って、対応する通信ネットワーク・モジュールを選択する。被呼者が話し中か
、または誰も応答しないとき、マイクロプロセッサー７は、メモリー８の記録される加入
者番号リストに基づく事前設定数順に従って、自動呼び出し転送手順を実行する。
【００４２】
図６は、ボタン電話システム（ＫＴＳ）に接続する図１の発呼検出回路５４の回路図を示
す。当該回路図は、図５と大体同じである。電話システム４に存在する違いは、ボタン電
話システム４２に代替される。すなわち、接続側Ｔｉｐ、電話システムのＲＩＮＧは、従
来のボタン電話システム４２に接続される。ボタン電話システム４２は、加入回線ポート
４２０を通って複数の電話ユニット４２１を接続することができる。
【００４３】
通信ネットワーク機能モジュールのインターフェースの図解。
【００４４】
本装置は、固定ネットワーク電話システムモジュール（ＰＳＴＮ）、インターネット電話
（ＶｏｌＰ）モジュール、コンピューターネットワーク電話（ＩＭ）モジュール、無線携
帯電話システムモジュールなどのさまざまな種類の通信ネットワーク・モジュールを応用
し、無線携帯電話システムモジュールは、さらにＧＳＭ、ＣＤＭＡ、ＷｉＦｉ、ＷｉＭＡ
Ｘ、無線ＬＡＮなどに分けることができる。ＰＢＸの加入者回線ポート通信またはボタン
電話システムによって必要とされる通信電源および入電呼び出し音信号は、通信ネットワ
ーク機能モジュールによって供給される。
【００４５】
通信ダイヤリングアップ手順の図解。
【００４６】
交換機４１またはボタン電話システム４２の電話が呼び出そうとするとき、それが交換機
４１の操作モードの場合、使用者は通例、加入者回線ポートの使用権にアクセスするため
に、まず外線の表現コード０をダイヤルする。外線のダイヤリングトーンが聞こえたとき
、被呼者の電話番号を続けてダイヤルする。
【００４７】
ボタン電話システム４２の操作モードにおいては、使用者は通例、加入者回線ポートを通
って外線に直接接続するために、利用可能な外線を選択し押す。ダイヤリングトーンが聞
こえたら、被呼者の電話番号をダイヤルアップする。
【００４８】
都合よく説明するために、加入者が外線を選択し押すとき、通信ダイヤリングアップの手
順の下記図解が例示される。
【００４９】
通信ネットワーク・モジュールの通信手順の図解。
【００５０】
発呼者は電話をかける。
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【００５１】
図５を例にとれば、加入者が電話４１１の外線ボタンを押すとき、加入者回線ポート４１
０を経由して接続側Ｔｉｐに接続され、ダイヤリングアップ通信の直流ループを構成する
ように、整流器ＢＲ１４、光カプラーＡ１４および接点ＲＹ１ａ、ＲＹ２ａ、ＲＹ３ａ、
共通チャンネル５の抵抗器Ｒ４４、ならびにＲ５４、接続側Ｒｉｎｇに返送される接点Ｒ
Ｙ３ｂ、ＲＹ２ｂ、ＲＹ１ｂを経由して呼び出し音電流発生器６３に送信される。
【００５２】
光カプラーが機能するとき、信号線ＨＯＯＫは、呼び出し検出信号をマイクロプロセッサ
ー７に送るために高電位にある。マイクロプロセッサー７は、信号線ＦＺを経由して呼び
出し音発生装置６３１によって送られるダイヤリングトーンを共通チャンネル５に出力す
る。
【００５３】
加入者側がダイヤリングトーンを聞いた後、電話を受けた加入者（ＤＴＭＦの信号コード
）の電話番号をダイヤルアウトする。この信号は、トーン復号器６４１によって受信され
る。トーン復号器６４１は、ＢＣＤの形式でダイヤリングアップ番号をマイクロプロセッ
サー７に送信する。
【００５４】
マイクロプロセッサー７は、対応するモジュール５１、５２または５３を選択するメモリ
ー８の事前設定記録データ表（表１）と比較するために、受信電話番号の最初の数桁を抽
出する。
【００５５】

【表１】

【００５６】
この例においては、被呼加入者の電話番号が０５０１２３４５６７の場合、マイクロプロ
セッサー７は、対応する通信ネットワークがインターネット電話ゲートウェイ（ＶｏＩＰ
ゲートウェイ）に属することを確認し、信号線ＬＰ２を経由してダイヤリングアップ・ル
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ープを構築するためにモジュールを出力し制御する。ループが構築された後、マイクロプ
ロセッサー７は、モジュールの呼び出し回路をスタンバイさせるために、信号線ＤＴ２を
解除する。マイクロプロセッサー７は、信号線ＤＴ１～ＤＴ４を経由して自動ダイヤル装
置６６を駆動するために、被呼加入者の受信電話番号を使用する。自動ダイヤル装置６６
は、信号線ＴＯＮからＤＴＭＦ信号を出力し、呼び出し回路２４を経由して線端Ｌ１２、
Ｌ２２に伝達する。
【００５７】
呼び出しが完了した後、マイクロプロセッサー７は、モジュールの呼び出し回路をオフに
するために、信号線ＤＴ２で低電位を出力し、スイッチング回路２５のリレーＲＹ２を作
動させるために、信号線ＲＴ２を駆動する。信号接点ＲＹ２ａ、ＲＹ２ｂは、被呼側およ
び呼び出し側の間の音声通信を確立するために、被呼側を共通チャンネル５に接続する。
【００５８】
マイクロプロセッサー７は、信号線ＬＰ２のループ制御回路２３を解除する。基本通信ル
ープは、呼び出し側の加入者回線ポート４１０によって切り替えられ、制御される。
【００５９】
被呼側は、応答しない。
【００６０】
通例呼び出しの過程中、被呼側が通話中または誰も応答しない場合、呼び出し側は、その
後ダイヤルアップするか、または被呼者のその他の電話番号をダイヤルしなくてはならな
い。
【００６１】
被呼側が通話中のとき、トーン復号器６４１が通信ネットワーク側の話中音を受信した後
、それを復号し、マイクロプロセッサー７に処理のために（被呼者に応答がない場合、マ
イクロプロセッサーが掛け直しトーンの数回の呼び出し音を受信した後、話中回線手順に
従って処理される）送信する。
【００６２】
マイクロプロセッサー７が被呼側は通話中であることを受信した後、ダイヤルした番号０
５０１２３４５６７に従って、番号の記録欄をメモリー８の対応するナンバーグループ表
から見つけ（被呼者の各ナンバーグループを推定することで、全部で電話番号の５セット
を省く)、転送手順を実行するために、電話番号を順々に読み取る。
【００６３】
マイクロプロセッサー７は、ナンバーグループ表から番号の次のセットを見つけ、スイッ
チング回路２５のリレーＲＹ２を作動させないように、信号線ＲＴ２を解除する。呼び出
し側は、呼び出し音発生装置６３１から再度通信電流を提供する。マイクロプロセッサー
７は、転送トーン信号を送るように、呼び出し音発生装置６３１を駆動する。
【００６４】
マイクロプロセッサー７は、対応する通信ネットワーク・モジュールを選択するメモリー
８の記録データと比較するために、次のセット番号の最初の数桁を抽出する。
【００６５】
メモリー８の記録０９２８５９２２４４に従って、マクロプロセッサー７が対応する遠隔
通信ネットワークが無線局所ループに属することを確認するとき、信号線ＬＰ３を通って
ダイヤリングループを構築するために、ループ制御回路３３を出力および制御する。ルー
プが構築された後、マイクロプロセッサー７は、モジュールの呼び出し回路をスタンバイ
させるために、信号線ＤＴ３を解除する。マイクロプロセッサー７は、番号０９２８５９
２２４４のある信号線ＤＴ１～ＤＴ４を経由して自動ダイヤル装置６６を駆動する。自動
ダイヤル装置６６は、信号線ＴＯＮを経由してＤＴＭＦ信号を出力し、呼び出し回路３４
を経由して線端Ｌ１３、Ｌ２３に送信する。
【００６６】
呼び出しの終了後、マイクロプロセッサー７は、呼び出し回路３４をオフにするために、
信号線ＤＴ３で低電位を出力し、スイッチング回路３５のリレーＲＹ３を作動させるため
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に信号線ＲＴ３を駆動する。信号接点ＲＹ３ａ、ＲＹ３ｂは、呼び出し側および被呼側の
通信ネットワーク接続を構成するために、被呼者に共通チャンネル５に接続させる。
【００６７】
その後、マイクロプロセッサー７は、呼び出し音電流発生器６３が転送手順を完了させる
ために転送トーン信号を送るのを停止させる。
【００６８】
【表２】

【００６９】
被呼側が第１欄電話に属するとき、話し中のとき、順々にダイヤルアウトされる。
【００７０】
被呼側が第２欄電話に属するとき、第２グループ番号は、話し中のとき、順々にダイヤル
アウトされる。まだ話し中の場合、自動転送手順を停止し、呼び出し側が電話を切った後
、解除手順を実行する。
【００７１】
被呼側が第３欄電話番号に属するとき、呼び出し側が電話を切った後、解除手順を実行す
る。
【００７２】
３．通信終了。
【００７３】
呼び出し側が電話（オンＨＯＯＫ）を切った後、通信ネットワーク・モジュール側の呼び
出し側および被呼側の間の通信が終了するとき、呼び出し側の外線接続ポートは、直流ル
ープから切断される。
【００７４】
ループが切断された後、マイクロプロセッサー７は、信号線ＨＯＯＫから低電位に切り替
えられ、呼び出しが終了されることを検出する。
【００７５】
マイクロプロセッサー７は、スイッチング回路のリレーＲＹ２を作動させないために、信
号線ＲＴ２を解除する解除手順を実行する。
【００７６】
４．回線が話し中の間の呼び出し。
【００７７】
呼び出し側および被呼側が通信していて、従来の市内通話がかかってくる場合、モジュー
ルの信号端Ｌ１１、Ｌ１２の呼び出し音は、呼び出し検出回路１２によって検出され、マ
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イクロプロセッサー７の信号線ＲＧ１に送信される。
【００７８】
マイクロプロセッサー７は、ループ制御回路１３を作動させるために、信号線ＬＰ１を駆
動する。固定ネットワーク通信モジュール５１の直流ループが構築された後、呼び出し音
は終了される。呼び出し回路１２をスタンバイさせるために、マイクロプロセッサー７は
、信号線ＤＴ１を解除する。マイクロプロセッサー７は、信号線ＤＴ１～ＤＴ４を経由し
て自動ダイヤル装置６６を駆動する。自動ダイヤル装置６６は、信号線ＴＯＮから話中回
線可聴周波数信号を出力し、呼び出し回路１４を経由して線端Ｌ１１、Ｌ１２に伝達され
る。
【００７９】
話中回線音の送信終了後、マイクロプロセッサー７は、モジュールの呼び出し回路１４を
オフにするために、信号線ＤＴ１で低電位を出力し、信号線ＬＰ１のループ制御回路１３
を解除し、直流ループを終了する。
【００８０】
話し中の間、他の通信ネットワーク・モジュールからの呼び出しがあるとき、マイクロプ
ロセッサー７は、呼び出し者に回線が話し中であると知らせるために、話中音を送信する
上述手順に従うことによって、通信ネットワーク・モジュールに応答する。
【００８１】
５．呼び出しへの応答。
【００８２】
可用性の状態の下で、従来の市内通話からの呼び出しがある場合、信号端Ｌ１１、Ｌ１２
の呼び出し音は呼び出し検出回路１２によって検出され、マイクロプロセッサー７の信号
線ＲＧ１に送信される。
【００８３】
マイクロプロセッサー７は、スイッチング回路１５のリレーＲＹ１を作動させるようにす
るために、信号線ＲＴ１を駆動する接続手順を実行し、従来の市内通話ネットワークは共
通チャンネル５に接続される。呼び出し信号は、電話を受け、呼び出し音を作り出すため
に、共通チャンネル５を経由して電話システム４の加入者回線ポート４１０に送信される
。
【００８４】
被呼側が応答なく、呼び出し側がまた呼び出しを断念する場合、マイクロプロセッサー７
は、信号線ＲＧ１を経由して呼び出し音が停止されることを検出し、リレーＲＴ１が作動
しないようにするために、信号線ＲＴ１を解除する解除手順を実行する。従来の市内通話
ネットワークは、共通チャンネル５から抜け出される。
【００８５】
マイクロプロセッサー７は、呼び出し検出回路１２の信号線ＲＧ１の信号および信号線Ｈ
ＯＯＫの状態を監視し続ける。被呼者の応答信号線ＨＯＯＫが正電位にある場合、加入者
間の通信が終了されるまで、マイクロプロセッサー７は監視し続け、解除手順を実行する
。
【００８６】
コンピューターネットワーク電話通信手順の図解。
【００８７】
呼び出し側の通話。
【００８８】
加入者が電話４１１の外線ボタンを押すとき、加入者回線ポート４１０を経由して接続側
Ｔｉｐと接続され、整流器ＢＲ１４、光カプラーＡ１４、共通チャンネル５の接点ＲＹ１
ａ、ＲＹ２ａ、ＲＹ３ａ、抵抗器Ｒ４４を通って呼び出し音電流発生器６３に送られ、ダ
イヤリング通信の直流ループを構成するために、Ｒ５４を経由して接続側ＲＩＮＧ、接点
ＲＹ３ｂ、ＲＹ２ｂ、ＲＹ１ｂに送り返される。
【００８９】
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光カプラーＡ１４が作動するとき、呼び出し検出信号をマイクロプロセッサー７に送信す
るために、信号線ＨＯＯＫは高電位にある。マイクロプロセッサー７は、呼び出し音発生
装置６３１から信号線ＦＺを経由して共通チャンネル５にダイヤリングトーンを出力する
。
【００９０】
加入者側がダイヤリングトーンを聞いた後、トーン復号器６４１によって受信される被呼
加入者（ＤＴＭＦ信号コード）の電話番号を送る。トーン復号器６４１は、ＢＣＤの形式
でマイクロプロセッサー７にダイヤリング番号を送信する。
【００９１】
マイクロプロセッサー７は、受信される電話番号の最初の数桁を抽出し、対応するモジュ
ール５１、５２または５３を選択するために、メモリー８の記録データを比較する。
【００９２】
【表３】

【００９３】
被呼加入者の電話番号が＃０９２８５９２２４の場合、マイクロプロセッサー７は、対応
する通信ネットワークがコンピューターネットワーク電話に属することを確認する。
【００９４】
マイクロプロセッサー７は、#コードの裏の電話番号を抽出し、オーディオプロセッサー
６７の信号線ＤＡＴにそれを送り、ＵＳＢポート６８を経由してコンピューター６９に入
る。
【００９５】
マイクロプロセッサー７は、信号線ＲＴ４を、作動するようにコンピューター通信スイッ
チング回路６２のリレーＲＹ４に駆動し、コンピューターネットワーク・リンキング回路
６１は、主な呼び出し側との通信接続を完成するために、共通チャンネル５に接続される
。
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【００９６】
オーディオプロセッサー６７の音声出力信号ＶＯＵＴおよび音声入力信号ＶＩＮＴは、呼
び出し側および被呼側がお互いに通信されるように、２線から４線変換回路６５の演算増
幅器ＯＰＡ、ＯＰＢおよびＣＴコイルを経由して共通チャンネル５に結合される。
【００９７】
被呼側は応答しない。
【００９８】
被呼側が話し中のとき、マイクロプロセッサー７は、信号線ＤＡＴを経由して通信ネット
ワーク側の話し中メッセージを受信し、オーディオプロセッサー６７に、通信が終了され
、スタンバイ状態に戻るというメッセージを知らせる。
【００９９】
マイクロプロセッサー７は、表２に示されるとおり、ダイヤルされる番号＃０９２８５９
２２４４に従って、メモリー８の電話番号グループ表から番号の次のセットを見つけ、リ
レーＲＹ４に作動させないために、信号線ＲＴ４を解除する。呼び出し側は、再度呼び出
し音発生装置６３１によって、通信電流を提供される。マイクロプロセッサー７は、転送
トーン信号を送るために、呼び出し音発生装置６３１を駆動する。
【０１００】
マイクロプロセッサー７は、メモリー８の記録データと比較するために、対応する通信ネ
ットワーク・モジュールを選択する番号の次のセットに従って、最初の数桁を抽出する。
【０１０１】
メモリー８の記録＃０９５３８２５８９８に従って、マイクロプロセッサー７は、対応す
る通信ネットワークがまだコンピューターネットワーク電話に属することを確認する。
【０１０２】
マイクロプロセッサー７は、＃コードの後の電話番号０９５３８２５８９８を抽出し、オ
ーディオプロセッサー６７の信号線ＤＡＴに送り、ＵＳＢポート６８を経由してコンピュ
ーター６９に入る。
【０１０３】
マイクロプロセッサー７は、呼び出し音発生装置６３１が転送トーンを送るのを制止する
。マイクロプロセッサー７は、コンピューター通信スイッチング回路６２のリレーＲＹ４
を作動させるために信号線ＲＴ４を駆動し、コンピューターネットワーク・リンキング回
路６１は、転送手順を完了するために共通チャンネル５に接続される。
【０１０４】
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【表４】

【０１０５】
被呼側が最初の欄の電話番号に属するとき、回線が話し中のとき、順々にダイヤルアウト
される。
【０１０６】
被呼側が第２欄の電話番号に属するとき、回線が話し中のとき、順々に第２のセット番号
にダイヤルアウトされる。回線がまだ話し中の場合、順々に最初のセット番号をダイヤル
アウトする。回線がまだ話し中の場合、自動転送手順をやめ、呼び出し側が電話を切るの
を待ち、解除手順を実行する。
【０１０７】
被呼側が第３欄の電話番号に属するとき、回線が話し中のとき、呼び出し側が電話を切る
のを待ち、解除手順を実行する。
【０１０８】
通信終了。
【０１０９】
コンピューターネットワーク電話の呼び出し側と被呼側の間の通信が終了されるとき、呼
び出し側が電話（オンＨＯＯＫ）を切った後、マイクロプロセッサー７は、信号線ＨＯＯ
Ｋによって低電位に切り替えられ、呼び出しが終了されることを検出する。マイクロプロ
セッサー７は、コンピューター通信スイッチング回路６２のリレーＲＹ４を作動させない
ようにするために、信号線ＲＴ４を解除する解除手順を実行する。結果として、インター
ネットベースの電話モジュール５２は、共通チャンネル５から出される。
【０１１０】
この時点で、マイクロプロセッサー７は、信号線ＤＡＴを経由してオーディオプロセッサ
ー６７に終了メッセージを送り、スタンバイ状態に戻る。
【０１１１】
電話の呼び出しがあるときの応答。
【０１１２】
可用性の状態の下で、コンピューターネットワーク電話からの呼び出しがある場合、オー
ディオプロセッサー６７の信号線ＡＣＴは、高電位にあり、マイクロプロセッサー７に知
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らせる。
【０１１３】
マイクロプロセッサー７は、共通チャンネル５を経由して電話システム４の加入者回線ポ
ートに１回呼び出し音信号を送る信号線ＲＮを経由して、２秒ごとに呼び出し音電流発生
器６３を駆動するように出力する。交換機４１またはボタン電話システム４２は、呼び出
しを受信し、単独で入電呼び出し音を発生させる。
【０１１４】
被呼者の応答がない場合、コンピューターネットワーク電話の発呼者もまた呼び出しを断
念する。マイクロプロセッサー７は、信号線ＡＣＴを経由して呼び出しが断念されること
を検出し、呼び出し音電流発生器６３の駆動を停止する。
【０１１５】
被呼者が応答する場合、信号線ＨＯＯＫは正電位にある。マイクロプロセッサー７は、呼
び出し音電流発生器６３の駆動を停止し、コンピューター通信スイッチング回路６２のリ
レーＲＹ４を作動させるために、信号線ＲＴ４を駆動する。またコンピューターネットワ
ーク・リンキング６１は、両者の通信リンケージを構成するように、共通チャンネル５に
接続される。
【図面の簡単な説明】
【０１１６】
【図１】本発明のシステムの機能ブロック図
【図２】図１の固定ネットワーク通信インターフェースのさらなる回路図
【図３】図１のインターネットベースの電話モジュール・インターフェースのさらなる回
路図
【図４】図１の無線インターネットベースの電話モジュール・インターフェースのさらな
る回路図
【図５】交換機（ＰＢＸ・構内電話交換機）に接続する図１の発呼検出回路の回路図
【図６】ボタン電話システム（ＫＴＳ）に接続する図１の発呼検出回路の回路図
【符号の説明】
【０１１７】
１　　　従来の市内通話チャンネル
２　　　インターネット電話チャンネル
３　　　無線ネットワーク電話チャンネル
４　　　電話システム
４１　　交換機
４１１　電話装置
４２　　ボタン電話システム
４２１　電話装置
５　　　共通チャンネル
５１　　固定ネットワーク通信モジュール
５２　　インターネットベースの電話モジュール
５３　　無線インターネットベースの電話モジュール
５４　　発呼検出回路
６１　　コンピューターネットワーク・リンキング回路
６２　　コンピューター通信スイッチング回路
６３　　呼び出し音電流発生器
６３１　呼び出し音発生装置
６４　　トーン復号回路
６４１　トーン復号器
６５　　２線から４線変換回路
６６　　自動ダイヤル装置
６７　　オーディオプロセッサー
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６８　　ＵＳＢポート
６９　　コンピューター
７　　　マイクロプロセッサー　ＲＴ４　ＨＯＯＫ
８　　　メモリー

【図１】
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【図２】

【図３】
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【図４】

【図５】
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【図６】
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